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はしがき

セミパラチンスク旧ソ連核実験場からの放射線被曝について研究を開始してすで

に８年目を終了した。セミパラチンスク核実験場はカザフスタン共和国にあり、旧ソ

連時代に１９４９年から１９９０年まで合計４６７回の核実験が行われた。その後この核実験

による近くの人々への影響があったとの報道が数多くあり、数十万人が被曝したと言

われている。われわれの研究グループも平成６年の研究所の改組以来、研究テーマと

した。ここはチェルノブイリと異なり放射能汚染は少ないが、被曝線量は大きい。た

とえば、よく報道で出てくるドロン村は１グレイ相当の被曝があったとされる。その

後文部省の科学研究費補助金を平成７年から現在まで継続して受領してきた。本年（平

成１５年）は平成１３年度から１４年度にかけて行われた研究の報告である。

研究の内容としては、これまでの研究の継続として、プルトニウム、セシウムなど

の土壌汚染、人体の骨や臓器などの汚染、人の歯を使った外部被曝線量評価、煉瓦を

使った外部被曝線量評価などを行ってきた。これらにより、核実験により人々が本当

に被曝したことを証明した。その後、人の影響調査に入り、甲状腺の検診、血液の甲

状腺ホルモンの測定、血液の染色体異常の検出、個人被曝線量の評価などの分野に関

しても研究を継続的に続けている。まず甲状腺の異常は放射線に感受性のある結節が

多発している。個人被曝線量は現地の放射線医学環境研究所のグループやモスクワの

オブニンスクとの共同研究で進めている。特に歯学部の専門家とも共同研究し４年と

なった。口の発生異常、虫歯の多さなどを調べた。被曝地のサルジャル村と、被曝し

ていないコクペクティ村との比較で明確な差が出てきた。これらはいずれも被曝量が

大きいことを示していて、問題が大きいことが分かっている。

以上はこれまでの研究の継続であるが、昨年（平成１４年）後半に入ってからは新

しい研究として、セミパラチンスク近郊住民の心的影響を調べるためのアンケート調

査を開始した。またこのアンケートには被曝者の被爆時の証言を書き込んでもらった。

これは、現在広島と長崎で被曝の影響を見るため、物理的な線量ではなくアンケート

で心的問題を扱おうとしているからである。これらの調査で物理的な線量は小さくと

も人的な影響がある場合が広島や長崎で分かってきたためである。また被曝の証言は

セミパラチンスクで調査されたことはなく非常に貴重であると考えられた。

さらに、被曝のデータ解析のためには、計算機を現地に導入して新たなシステムを

入れる必要があることが分かってきた。それまでは、データを出すとその都度必要な

情報を出してもらっていたが、それぞれのデータベースを有機的に結びつけ解析する

ためには専用のシステムが必要である。これらは導入のための調査と、現地の専門家

を広島でトレーニングする必要があり、すでに進めている。

以上述べたように、この地域の住民は大きな線量の被曝が認められる。住民が数多

い地域での被曝は広島・長崎以外では存在しない。また放射線被曝の問題では低線
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量・低線量率の問題が最近クローズアップされている。この地域は大線量から低線量

の被曝まで含み、全てが低線量率の被曝である。人への被曝で影響が認められるほど

まで人口が多く、ある程度大きい被曝があるところとしては、この地域が唯一であろ

う。従って、今後さらに多方面で詳細で継続的な研究がますます必要である。
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（２）口頭発表

星　正治：ＪＣＯ事故と放射線の測定．第８１回日本医学物理学会大会特別講演，

神戸，４月，２００１．

星　正治：原爆線量再評価の最近の動向．第９回中国・四国支部主任者研修会，

広島，１０且，２００１．

３．　星　正治：高度被曝環境における線量評価（原爆、チェルノブイリ・セミパラ

チンスクにおける国際共同研究）．日本放射線影響学会第４４回大会，大阪，１０

月，２００１．

４・　Ｍ・１ねｍａｍＯｔＯ，Ｍ・Ｈｏｓｈｉ，Ｊ・Ｔｂｋａｄａ，Ｓ．Ｋｕｓｕｍｉ，Ａ．Ｋｈ．ＳｅｋｅｒｂａｅｖａｎｄＢ．Ⅰ．Ｇｕｓｅｖ．：

ＰｌｕｔｏｎｉｕｍｆａｌｌｏｕｔｉｎｔｈｅｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｒｏｕｎｄｔｈｅｆｏｒｍｅｒＳｏｖｉｅｔｕｎｉｏｎ，ｓＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋ

ｎｕｃｌｅａｒｔｅＳｔＳｉｔｅ．セミパラチンスク核実験場周辺住民の線量調査ワークショップ，

ヘルシンキ，フィンランド，５月，２００１年．

５・　Ａ・Ｚｈｕｍａｄｉｌｏｖａ，Ａ・ＳａｋａｍＯｔＯ，ＹＨａｓｈｉｄｏ，Ｓｈ・Ｔｂｒａｔａｎｉ，Ｈ・Ｓａｓａｈａｒａ，Ａ・Ｂｏｌｅｎｂａｅｖ，Ｚｈ．

Ｚｈｕｍａｄｉｌｏｖ，Ｎ・Ｔｈｋｅｉｃｈｉ，Ｍ・Ｈｏｓｈｉａｎｄ Ｔ・ＯｋａｍＯｔＯ・：ＥｐｉｄｅｍｉｏｌｏｇｉｃａｌＳｔｕｄｙ ｏｆ

Ｃｒｍｉ０－ＭａｘｉｌｌｏｆａｃｉａｌＤｉｓｏｒｄｅｒｓＡｍｏｎｇＲｅｓｉｄｅｎｔｓｏｆｔｈｅＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋＮｕｃｌｅａｒＴｂｓｔ

ＳｉｔｅＡｒｅａ・Ｔｈｅ５５ｔｈＡｎｎｕａｌＭｅｅｔｉｎｇｏｆｔｈｅＪａｐａｎｅＳｅＳｔｏｍａｔｏｌｏｇｉｃａｌＳｏｃｉｅｔｙ．Ａｐｒｉ１２６，

２００１．Ｊａｐａｎ．

６・　Ｚｈ・Ｚｈｕｍａｄｉｌｏｖ，Ｍ・Ｈｏｓｈｉ，Ａ・Ｋｉｍｕｒａ，Ｂ・Ｇｕｓｅｖ，Ｎ・Ｔｂｋｅｉｃｈｉ，Ｔ・Ｚｈｉｇｉｔａｅｖ，Ｔ・Ａｓａｈａｒａ，

ａｎｄＫ・Ｋａｍｌｙａ・‥Ｔｈｙｒｏｉｄ ｃａｎＣｅｒｉｎｔｈｅ ＳｅｍｌＰａｌａｔｉｎｓｋｒｅｇｌＯｎＯｆＫａｚａｋｈｓｔａｎ．４２ｎｄ

ＨｉｒｏｓｈｉｍかＮａｇａｓａｋｉＳｙｍｐｏｓｉｕｍ・ＪｕｎｅｌＯ，２００１・Ｈｉｒｏｓｈｉｍａ，Ｊａｐａｎ・
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ＤｏｓｉｍｅｔｒｙａｎｄＤａｔｉｎｇ・Ｏｃｔｏｂｅｒ２５－２７，２００１・Ｏｓａｋａ，Ｊａｐａｎ・

８



９．Ｊ．Ｔｈｋａｄａ，Ｍ．Ｈｏｓｈｉ ａｎｄ Ｍ．「ねｍａｍＯｔＯ．：Ｅｘｔｅｍａｌｄｏｓｅ ｒｅｓｉｄｅｎｔｉａｌ ａｒｅａｓ ａｒｏｕｎｄ

Ｓｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋｎｕｃｌｅａｒｔｅｓｔｓｉｔｅ．セミパラチンスク核実験場周辺住民の線量調査ワ

ークショップ，ヘルシンキ，フィンランド，５月，２００１年．

１０．高田　純，Ｖ Ｓｈａｒｏｆ；Ｍ．Ｄｅｇｔｅｖａ，Ｎ．Ｂｏｕｇｒｏｖ，Ｅ．Ｓｈｉｓｈｋｉｎａ，Ｌ．Ｐｅｒｅｍｙｓｌｏｖａ，Ｖ

Ｋｏｓｔｙｕｃｈｅｎｋｏ，星　正治．：Ｃ－１５原爆プルトニウム製造施設・マヤーク周辺住

民に対する２０００年放射線調査，第３５回日本保健物理学会，仙台，２００１年．

１１・Ｊ・Ｔｈｋａｄａ，Ｍ・Ｉｓｈｉｋａｗａａｎｄ Ｍ．Ｈｏｓｈｉ．：Ｄｏｓｉｍｅｔｒｙ ｓｔｕｄｙｆｏｒ ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ ａｒｏｕｎｄ

Ｓｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｔｂｓｔ Ｓｉｔｅ ｂｙ ｔｈｅｒｍ０１ｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ ｔｅｃｈｍｉｑｕｅ．Ｉｎｔ．Ｎａｔｌ．

ＳｙｍｐｏｓｉｕｍＯｎ Ｎｅｗ Ｐｒｏｓｐｅｃｔｓ ｏｆＥＳＲ Ｄｏｓｉｍｅｔｒｙａｎｄ Ｄａｔｉｎｇ，Ｏｓａｋａ，（Ｂｏｏｋ ｏｆ

Ａｂｓｔｒａｃｔｓ：２０ｐ），２００１．

１２．岡本哲治，ズマジローバ・アナラ，坂本哲彦，平石佳子，林堂安貴，虎谷茂昭，

笹原妃佐子，武市宣雄，アザット・ボレンバェフ，ズマジロフ・ザクシバ，星

正治．：セミパラチンスク核実験場周辺住民における顎・顔面・口腔疾患の分

子疫学的調査　第２報．第７回広島国際シンポジウム“セミパラチンスクにお

ける放射線影響研究とその展望”．広島，２月１５日，２００２．（抄録ｐ７）

１３．Ｚｈ．Ｚｈｕｍａｄｉｌｏｖ，Ｍ．Ｈｏｓｈｉ，Ａ．Ｋｉｍｕｒａ，Ｎ．Ｔａｋｅｉｃｈｉ，Ｔ．Ｚｈｉｇｉｔａｅｖ，Ｇ．Ａｂｉｓｈｅｖａ，Ｋｈ．

Ｍｉｒ，Ｄ．Ｂｈａｔｔａｒｃｈａカｅｅａｎｄ Ｋ．Ｋａｍ１ｙａ．：Ｒａｄｉｏｇｅｍｉｃ Ｔｈｙｒｏｉｄ Ｄｙｓｆｕｎｃｔｉｏｎ，Ｉｏｄｉｎｅ

Ｄｅ丘ｃｉｅｎｃｙａｎｄＲｅｈａｂｉｌｉｔａｔｉｏｎＰｒｏｇｒａｍａｍＯｎｇＲｅｓｉｄｅｎｔｓｉｎｔｈｅＡｒｅａＳｕｒｒｏｕｎｄｉｎｇｔｈｅ

ＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋＮｕｃｌｅａｒ Ｔｅｓｔ Ｓｉｔｅ．Ｔｈｅ ＳｅｖｅｎｔｈＨｉｒｏｓｈｉｍａＩｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌＳｙｍｐｏｓｉｕｍ，

“ＴｈｅＲｅｓｅａｒｃｈｏｎｔｈｅＥ脆ｃｔｓｏｆＲａｄｉａｔｉｏｎｉｎＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋａｎｄＦｕｔｕｒｅＰｒｏｓｐｅｃｔｓｏｆｔｈｅ

Ｒｅｓｅａｒｃｈ”，Ｈｉｒｏｓｈｉｍａ，Ｆｅｂｒｕａｒｙ１５，２００２．（Ａｂｓｔ．ｐ８，９）

１４．Ｍ・Ｏｒｌｏｖ，Ｖ．Ｆ．Ｓｔｅｐａｎｅｎｋｏ，Ｍ．ＨｏｓｈｉａｎｄＪ．Ｔａｋａｄａ．：Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｒｙ ｒａｄｉｏａｃｔｉｖｅ

ＣＯｎｔａｍｉｎａｔｉｏｎｏｆＡｌｔａｉｒｅｇｉｏｎ（Ｒｕｓｓｉａ）ｔｅｒｒｉｔｏｒｙａｆｔｅｒａｔｍｏｓｐｈｅｒｉｃｎｕｃｌｅａｒｅｘｐｌｏｓｉｏｎｓａｔ

ｔｈｅ Ｓｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋｔｅｓｔ ｓｉｔｅ．Ｔｈｅ ＳｅｖｅｎｔｈＨｉｒｏｓｈｉｍａＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＳｙｍｐｏｓｉｕｍ，’’Ｔｈｅ

ＲｅｓｅａｒｃｈｏｎｔｈｅＥ飴ｃｔｓ ｏｆＲａｄｉａｔｉｏｎｉｎ ＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋａｎｄＦｕｔｕｒｅＰｒｏｓｐｅｃｔｓ ｏｆｔｈｅ

Ｒｅｓｅａｒｃｈ”，Ｈｉｒｏｓｈｉｍａ，Ｆｅｂｒｕａｒｙ１５，２００２．（Ａｂｓｔ．ｐｌＯ－１２）

１５・Ｍ・ＹＯｒｌｏｖ，ＶＦ．Ｓｔｅｐａｎｅｎｋｏ，Ｍ．ＨｏｓｈｉａｎｄＪ．１もｋａｄａ．：Ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎｏｆｂａｃｋｇｒｏｕｎｄｄｏｓｅ

ＶａｌｕｅｆｏｒＴしｄｏｓｉｍｅｔｒｙｔｅｃｈｍｉｑｕｅ２．１ａｎｄ２．２．ＴｈｅＳｅｖｅｎｔｈＨｉｒｏｓｈｉｍａＩｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌ

Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ，“ＴｈｅＲｅｓｅａｒｃｈｏｎｔｈｅＥ飴ｃｔｓｏｆＲａｄｉａｔｉｏｎｉｎＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋａｎｄＦｕｔｕｒｅ

ＰｒｏｓｐｅｃｔｓムｆｔｈｅＲｅｓｅａｒｃ㍍，Ｆｅｂｒｕａｒｙ１５，２００２，Ｈｉｒｏｓｈｉｍａ，Ｊａｐａｎ．（Ａｂｓｔ．ｐ１３）

９



１６．Ｍ．ＹＯｒｌｏｖ，ＶＦ．Ｓｔｅｐａｎｅｎｋｏ，Ｊ．ＴｈｋａｄａａｎｄＭ．Ｈｏｓｈｉ．：Ｎｅｃｅｓｓａｒｙａｃｃｕｒａｃｙｏｆｄｏｓｅ

ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ．Ｔｈｅ ＳｅｃｏｎｄＩ血ｅｍａｔｉｏｎａｌ Ｗｂｒｋｓｈｏｐ ｏｎ Ｓｐａｃｅ Ｒａｄｉａｔｉｏｎ Ｒｅｓｅａｒｃｈ

（ＩＷＳＳＲＲ－２），Ｍａｒｃｈｌｌ－１５，２００２，Ｎａｒａ，Ｊａｐａｎ．（Ｒｅｐｏｒｔ＃Ｄ１９ＰｕｂｌｉｓｈｅｄｉｎＶｈｆｋｓｈｏｐ

Ｐｒｏｇｒａｍ＆Ａｂｓｔｒａｃｔｓ，Ｐ．６３）

１７．高田　純，星　正治，高辻俊宏，吉川　勲，山本政儀，大塚良仁，今中哲二，

ズマジロフＫ．Ｓｈ．，ステパノフ　Ⅴ．Ｅ．：爆心地の放射線調査（第３回「環境放

射能」研究会．平成１４年３月５－７日，つくば，第３回「環境放射能」研究会

要旨論文集，３１頁，２００２年．

１８．Ｍ．ＹＯｒｌｏｖ，ＶＦ．Ｓｔｅｐａｎｅｎｋｏ，Ｊ．ＴｈｋａｄａａｎｄＭ．Ｈｏｓｈｉ．：Ｎｅｃｅｓｓａｒｙａｃｃｕｒａｃｙｏｆｄｏｓｅ

ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ．Ｔｈｅ ＳｅｃｏｎｄＩ血ｅｍａｔｉｏｎａｌ Ｗｂｒｋｓｈｏｐ ｏｎ Ｓｐａｃｅ Ｒａｄｉａｔｉｏｎ ＲｅｓｅａｒＣｈ

（ＩＷＳＳＲＲ－２），Ｍａｒｃｈｌｌ－１５，２００２，Ｎａｒａ，Ｊａｐａｎ．（Ｒｅｐｏｒｔ＃Ｄ１９ＰｕｂｌｉｓｈｅｄｉｎＷｂｆｋｓｈｏｐ

Ｐｒｏｇｒａｍ＆Ａｂｓｔｒａｃｔｓ，Ｐ．６３）

１９．星　正治．：広島長崎の原爆被爆者の新しい線量評価体系ＤＳＯ２と旧ＤＳ８６，日

本放射線影響学会第４５回大会特別講演，仙台，２００２年．

２０・Ｍ・Ｈｏｓｈｉ・：Ｒａｄｉａｔｉｏｎ ｄｏｓｉｍｅｔｒｙａｎｄｉｎｆｌｕｅｎｃｅ ｏｆｒａｄｉａｔｉｏｎ ｏｎ ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ ｒｅｓｉｄｉｎｇ

ａｒｏｕｎｄＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋＮｕｃｌｅａｒｔｅｓｔｓｉｔｅＰｏｌｙｇｏｎ・Ｔｈｅ３ｒｄＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅ：

“Ｅｃｏｌｏｇｙ，Ｒａｄｉａｔｉｏｎ，Ｈｅａｌｔｈ”，Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ２２－２３，２００２，Ｓｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋ，Ｋａｚａｋｈｓｔａｎ．

２１・Ｎ・Ｔｈｋｅｉｃｈｉ，Ｍ・Ｈｏｓｈｉ，Ｇ Ａｂｉｓｈｅｖａ，Ｚｈ・Ｚｈｕｍａｄｉｌｏｖ・：Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ

ｐａｔｈｏｌｏｇｙｏｆｔｈｅｔｈｙｒｏｉｄｇｌａｎｄｉｎＣｈｅｒｎＯｂｙｌ，ＨｉｒｏｓｈｉｍａａｎｄＳｅｍｌＰａｌａｔｉｎｓｋ・Ｔｈｅ３ｒｄ

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ：“Ｅｃｏｌｏｇｙ，Ｒａｄｉａｔｉｏｎ，Ｈｅａｌｔｈ”，Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ２２，２３，２００２．

Ｓｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋ，Ｋａｚａｋｈｓｔａｎ．

２２・Ｍ・Ｈｏｓｈｉ．：ＲａｄｉａｔｉｏｎｄｏｓｉｍｅｔｒｙｓｔｕｄｉｅｓｉｎｔｈｅＲｅｇｉｏｎｓＡ句ａｃｅｎｔｔｏｔｈｅＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋ

Ｎｕｃｌｅａｒ Ｔもｓｔ Ｓｉｔｅ．Ｒａｄｉａｔｉｏｎ Ｄｏｓｉｍｅｔｒｙ Ｗｂｒｋｓｈｏｐ：“Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｓｔａｔｕｓ ｏｆ Ｒａｄｉａｔｉｏｎ

Ｄｏｓｉｍｅｔｒｙ ａｔｔｈｅ Ｓｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｔｂｓｔ Ｓｉｔｅ Ａｒｅａ”Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ２４つ５，２００２．

Ｓｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋ，Ｋａｚａｋｈｓｔａｎ．

２３．Ｔ．ＺｈｕｎｕＳＳＯＶａ，Ｍ．Ｍａｔｓｕｕｒａ，Ｍ．Ｓｕｅｎａｇａ，Ｍ．Ｉｋｅｕｃｈｉ，Ｙ．Ｔａｋｅｓａｋｉ，Ｓ．Ｙｏｓｈｉｄａ，Ｍ．

Ｈｏｓｈｉ，Ｎ・Ｈａｙａｋａｗａ．Ａｎａｌｙｓｅｓ ｏｆｐａｎＣｒｅａＳ ＣａｎＣｅｒｍＯｒｔａｌｉｔｙａｍＯｎｇ ａｔＯｍｉｃｂｏ血ｂ

ＳｕⅣｉｖｏｒｓｉｎＨｉｒｏｓｈｉｍａ，１９６８－１９９７．第４３回原子爆弾後障害研究会，長崎，Ｊｕｎｅ２，

２００２．

１０



２４．Ｋ．Ｇｏｒｄｅｅｖ，Ｓ．Ｓｈｉｎｋａｒｅｖ，Ｌ．Ｉｌｙｉｎ，Ａ．Ｂｏｕｖｉｌｌｅ，Ｍ．Ｈｏｓｈｉ，Ｎ．ＬｕｃｋｙａｎＯＶ，Ｓ．Ｌ．Ｓｉｍｏｎ，

ＶＳｕｄａｋｏｖ．：ＧｅｎｅｒａｌＣｈａｒａＣｔｅｒｉｓｔｉｃｓｏｆｔｈｅＭｏｓｔＳｉｇｎｉ負ｃａｎｔＥｖｅｎｔｓＣｏｎｄｕｃｔｅｄａｔｔｈｅ

ＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋＴｂｓｔＳｉｔｅｗｉｔｈＲｅｓｐｅｃｔｔｏＥｘｐｏｓｕｒｅｔｏｔｈｅＰｏｐｕｌａｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅＲｅｐｕｂｌｉｃｏｆ

Ｋａｚａｋｈｓｔａｎ．ＴｈｅＥｉｇｈｔｈＨｉｒｏｓｈｉｍａＩ血ｅｍａｔｉｏｎａｌＳｙｍｐｏｓｉｕｍ．“ＲａｄｉａｔｉｏｎＥ飴ｃｔｓｏｎｔｈｅ

Ｒｅｓｉｄｅｎｔｓ（“Ｈｉｂａｋｕｓｈａ”）Ｎｅａｒ Ｓｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｔｂｓｔ Ｓｉｔｅ”．Ｆｅｂｒｕａｒｙ　２８，

Ｈｉｒｏｓｈｉｍａ，２００３．

２５．ズマジローバ・アナラ，笹原妃佐子，坂本哲彦，池田淳子，吉岡幸男，平石佳

子，吉野宏，津賀一弘，天野秀昭，林堂安貴，虎谷茂昭，ズマジロフ・ザクシ

バ，武市宣雄，星正治，岡本哲治∴セミパラチンスク核実験場周辺住民にお

ける顎・顔面・口腔疾患の分子疫学的調査　第３報．Ｔｈｅ ＥｉｇｈｔｈＨｉｒｏｓｈｉｍａ

Ｉｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ．“Ｒａｄｉａｔｉｏｎ ＥｆＥｔｃｔｓ ｏｎｔｈｅ Ｒｅｓｉｄｅ血Ｓ（“Ｈｉｂａｋｕｓｈａ”）Ｎｅａｒ

ＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋＮｕｃｌｅａｒＴｂｓｔＳｉｔｅ”．Ｆｅｂｒｕａｒｙ２８，Ｈｉｒｏｓｈｉｍａ，２００３．

２６．

２７．

坂口綾，山本政儀，星　正治，Ｋ．Ｎ．Ａｐｓａｌｉｋｏｖ，Ｂ．Ｉ．Ｇｕｓｅｖ．：セミパラチンスク

核実験場周辺の放射能汚染：ドロン集落の現状－２００２年．ＴｈｅＥｉｇｈｔｈＨｉｒｏｓｈｉｍａ

ＩｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌＳｙｍＰＯＳｉｕｍ．“Ｒａｄｉａｔｉｏｎ Ｅ飴ｃｔｓ ｏｎｔｈｅ Ｒｅｓｉｄｅｎｔｓ（“Ｈｉｂａｋｕｓｈａ”）Ｎｅａｒ

ＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋＮｕｃｌｅａｒＴｂｓｔＳｉｔｅ”．Ｆｅｂｒｕａｒｙ２８，Ｈｉｒｏｓｈｉｍａ，２００３．
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正治．：セミパラチンスクの被曝実態調査研究報告：核実験場近郊住人を対象と

する被曝証言調査を通して．Ｔｈｅ Ｅｉｇｈｔｈ ＨｉｒｏｓｈｉｍａＩ血ｅｍａｔｉｏｎａｌ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ．
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研究成果



セミパラチンスク核実験場近郊住民の被曝線量と健康影響調査

星　正治
広島大学原爆放射線医科学研究所

１．をまじめに

著者の所属する広島大学原爆放射線医科学研究所（原医研）は開設以来、広島や長

崎の被曝者の放射線被曝とそれによる健康影響調査を行ってきた。本研究所の国際放

射線情報センターを中心として、世界中の被曝者の被曝やそれに関わる健康影響調査

を行ってきている。最終的な目的とすることは、第一に検診などの調査を行い被曝に

よる疾病発生のメカニズムを調べることであり、被爆者自身の健康を守るためである。

第二はこの調査により放射線の被曝量と疾病の発症の関係を明らかにし、上記のよう

な放射線を使った業務に従事している人々や医療放射線による一般人の被曝による

病気発症の危険性（リスク）を見積もるためである。

放射線を有効利用する分野が避けて通れないとすると、それを職業的として使う人

や一般人への放射線の被曝を必要最小限にする必要がある。そのための基準が必要と

なる。放射線の危険度（リスク）はほとんど広島・長崎の被曝者の疫学調査から導き

だされている。そのリスクは国際的な機関である国際放射線防護委員会（ＩＣＲＰ）で決

定されている。その結果は日本では放射線障害防止法を中心とした各種の法令（医療

法など）にも取り入れられており、人々の被曝の限度を定めている。

本科学研究費より、セミパラチンスクの核実験による放射線の被曝と健康影響調査

を進めている。世界中で使われているリスクの基準はほとんど広島長崎の被曝者の調

査に基づいて決められているが、原爆による被曝は被曝の時間が一瞬であった。しか

しセミパラチンスクなど数時間から数ヶ月にわたって被曝した場合はそのリスクが

異なっているとする意見もある。放射線に少しずつ時間をかけて被曝すれば、被曝し

ている間でも細胞内でＤＮＡの修復が可能であるので、異なる可能性はもっともかも

しれない。このことを明らかにすることがこの調査のもう一つの最終的な意味である。

ともかくも、本研究ではそれぞれ将来の目標に向かって、現地の放射線医学環境研

究所のカズペック・アブサリコフ所長、ボリス・グシェフ副所長、ナイラ・チャイジ

ュヌソバ副所長、セミパラチンスク医学アカデミーのテレウオフ・ムラット学長、ザ

クシバ・ズマジーロフ副学長等と共同で測定などを進めている。それらを以下に示す。

１．金沢大学の山本政儀助教授、坂口綾大学院生を中心とした、土壌の汚染からの

内部被曝の推定のためのＣｓ－１３７、Ｐｕ同位体、Ｕ同位体などの測定。

２．原医研の、高田純助教授、イリグナ・テレウハン大学院生、焦玲大学院生、茨

１３



城県立医療大学の佐藤斉助手、岡山理科大学の豊田新助教授、奥羽大学の宮沢忠蔵教

授などを中心とした、煉瓦、歯などを使った外部被曝の測定。

３．武市宣雄医師（広島大学非常勤講師）、山田英雄（広島大学非常勤講師）、田

中公夫氏、飯田昭三氏などを中心として、村を回り人々に対し甲状腺の検診と、採血

による染色体異常、小核の検査。

４．原医研の川野徳幸助手、峠岡康幸助手らによる、心的問題を検討するためのア

ンケートおよび被曝の証言の収集（平成１４年より開始）。

５．放射線影響研究所の片山博昭部長を中心とした、現地でのデータベース構築と

その解析などの研究開発（平成１４年より開始）。

６．広島大学歯学部の岡本哲治教授を中心とした、歯科の検診と遺伝子などの検査、

以上があげられる。

なおこれらの研究を進める上で、ＮＧＯの団体である、広島のヒロセミプロジェク

トとは、薬品機材などの供給で共同作業を行ってきた。

本報告書では以上の特に１，４，５の研究について進行状況に応じて報告をする。

２．セミパラチンスクでの被曝

セミパラチンスクには旧ソ連時代に使われていた四国ぐらいの広さの広大な核実

験場がある。１９４９年から１９８９年にかけて旧ソ連により延べ４５９回の核兵器の爆発試

験がセミパラチンスク核兵器試験場で実施された。その内訳は地表２６回、空中８７回、

地下３４６回であった。ロシアの報告によれば、ＴＮＴ換算総出力は地表０．６Ｍｔ、空中６Ｍｔ、

地下１１Ｍｔからなる１８Ｍｔであった。これは広島原爆の出力１５ｋｔの１１００倍である。こ

の出力はソ連の全核爆発の６％であるが、実験場周辺に村や都市が接近しているので、

周辺住民の放射線被曝としては深刻である。

大気中の核実験の直後は核分裂後の放射能を含んだ雲が実験場の外の地域を通過

して被曝や汚染を引き起こした。ただ核爆発地点から離れた住民への放射性フォール

アウトによる放射線被曝が及ぼす人体影響は、爆央からの直接放射線影響に比べると

不明な部分が多い。

旧ソ連から独立したカザフスタン共和国は実験場周辺地域の被曝データを公開し

た。しかしこれらは当時の軍の管理下で実施されたもので、疑問も少なくない。

健康影響調査に関しては旧ソ連およびその後のカザフスタン共和国による調査が

ある。主にセミパラチンスク市にある放射線医学環境研究所によって調査研究されて

きている。それによるとこの地域の悪性腫瘍の発生は核実験の後に増加し、全体とし

て被曝していない地域より多いとされている。被曝線量との関係も議論されており、

放射線による悪性腫瘍の発生は白血病、甲状腺、食道、胃、肝臓、腸、肺、乳房に観

察されている。その他染色体異常や奇形など放射線によるとされる異常が観察されて

いる。放射線によるリスクも計算され広島長崎の原爆被爆者との違いも示されている。
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ただこれらは診断や調査の基準が異なっていることも考えられるため、今後第三者に

よる確認などの作業が必要と考えられる。

３．現在の周辺環境の現状

まず調査のはじめに現状はどうなっているかについて調査を行った。現在の居住区

の環境調査は、我々の被曝の問題もあるし、今後の周辺住民の放射線被曝を調べる上

で重要である。そのため、最初の１９９５年の現地調査では環境放射線測定を、ドロン、

ズナメンカ、セミパラチンスク市そして原子の湖で行った。

原子の湖での線量率はおよそ１０匹Ｓｖ几（単位は一時間当たり百万分の一シーベルト）

であった。幾つかの村とセミパラチンスク市の環境放射線線量率は、０．頼Ｓｖ几以下で

あった。原子の湖の爆発地点から５０ｋｍ離れた被曝した村といわれているズナメンカ

においても、線量率は自然レベルの０．０７ドＳｖ／ｂであった。広島での現在の自然放射線

は０．叫Ｓｖ／血以下ぐらいであるので核実験場以外で現在居住することには何ら問題は
ない。

４・セミパラチンスク核実験場周辺の放射能汚染：ドロン集落の現状－２００２年

坂口　綾、山本政儀

本研究グループは、１９９４年から実験場内及びその周辺地域の放射能汚染と被曝線量

評価を行ってきた。今回は、最５。．，１

初の核実験（１９４９年８月２９日）

で生じた雲による深刻な放射　５０．７０

能汚染が報告されているドロ

ン村内の土壌試料を重点的に　５０・６９

採取した（２００２年１０月）。ド

ロン村では、モデル計算、レン

ガを用いたＴＬＤ法、さらに住

民の血液を用いた生物学的方

法による被曝線量評価などが　５。．６６

試みられてきたが、未だ不明な

点が多い。　そこで今回採取し　５０・６５

た試料について、半減期の長い

Ｃｓ－１３７（Ｔｌ／２＝３０．１７ｙ）、及びｐｕ５０・６４７！
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Ｆｉｇ・１　Ｓａｍｐｌｉｎｇｓｉｔｅｓｏｆｓｏｉｌ
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Ｐｕ－２４０（Ｔｌ／２＝６・５５Ⅹ１０３ｙ）を測定し、レベルと分布及び汚染源の識別について詳細な

検討を行い、併せて残留Ｃｓ－１３７放射能からの被曝線量評価を試みた。

試料採取・測定方法

土壌採取は、直径４．７ｃｍ長さ３０ｃｍのステンレスパイプを用いて村内外併せて２５

カ所で行った。（Ｆｉｇ．１）特に汚染が深刻であると予想されている地点では、深さ約１００

Ｃｍまで（０－６０ｃｍ深さ；４．７ｃｍ中Ⅹ１０ｃｍｘ２本、６０－１００ｃｍ深さ；４．７ｃｍ甲ｘ２０ｃｍｘ２本）

穴を掘り、土壌採取を行った。

３０ｃｍ深さ試料については、０－５、５－１０、１０－１５、１５－２０、２０－３０ｃｍに分けてま

ずＹ線測定を行った０また、それらの試料いくつかについて深度毎にＰｕの逐次分析

（硝酸加熱抽出＋全分解）を行い、深度分布・存在状態を評価した。なお、１００ｃｍ深

さの試料についても、０－６０ｃｍ深さまでは１０ｃｍ毎に、それ以深は２０ｃｍ毎にＹ線測
定とＰｕ逐次分析を行った。

Ｃｓ－１３７の高蓄積量が見いだされた村の入り口（ｓａｍｐｌｅＮｏ．２４；放射能雲から２．５ｋｎ

地点）で採取した土壌表層試料（０－１０ｃｍ深さ）については、土壌の粒度分画（＜０．４５、

０・４５‾３２・３２‾８８、８８‾１２５、１２５－２５０、２５０－５００、＞５００ｐｍ）を実施し、粒度毎のＹ

線測定、Ｐｕ逐次分析を行った。また、ＣＲ３９を用いたｑトラック法によるＰ。等の存
在状態も検討した。

結果及び考察

今回採取した地点のＣｓ－１３７蓄積量（Ｂｑ／ｍ２）をＦｉｇ．２に示す。白い棒グラフは３０ｃｍ

深さサンプル、色つきのグラフは１００ｃｍ深さサンプルの蓄積量を示す。蓄積量は試

料採取日の値である。

１２０００

１００００

８０００

６０００

４０００

２０００

０

１３　４　５　６　７　８　９１０１１１２１３１４１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５

Ｓａｍｐｌｉｎｇｓｉｔｅｓ（ｓｅｅＦｉｇ．１）

Ｆｉ＆２　Ａｃｃｕｍｕｌａｔｅｄｌｅｖｅｌｓ（Ｂｑ／ｍ２）ｏｆＣｓ－１３７ｆｏｒｓｏｉｌｓａｍｐｌｅｓ。

Ｃｓ－１３７蓄積量は７９０－１０３００Ｂｑ／ｍ２の広い範囲で見いだされ、非常に不均一である。

ドロン村及びその周辺地域でのＣｓ－１３７蓄積量に関して、１２００－７９００Ｂｑ／ｍ２（１９８５－

１９８９年）１）、３００－７９００Ｂｑ血２（０－１４ｃｍの深さ・９試料、１９９６年）２）の値が報告され
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ている。今回の測定結果も、大部分はこの範囲内であるが、１０３００Ｂｑ／ｍ２（ｓａｍｐｌｅＮｏ．１０）

はこれまでの最高値である。Ｃｓ－１３７蓄積量の不均一性は、爆破時に生じた種々の粒子

が重力により地表に落下する際、そのサイズや風向、降雨の有無などによって大きく

変化し、局地的フォールアウトをつくった事にも起因すると考えられる。さらに

Ｃｓ－１３７の深度分布は、指数関数的に減少していない地点も見られ、物理的・化学的風

化及び人為的撹粋があったことが示唆される。Ｐｕ濃度については現在測定中である

がＮｏ．２４地点で１２０００Ｂｑ血２の値が見いだされている。Ｃｓ－１３７蓄積量からの線量評価

は検討中である。
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５．セミパラチンスク地域の被曝者の検診と染色体異常の検査

飯田昭三、武市重雄、星　正治

セミパラチンスクの被曝者の甲状腺の検診や採血については、各村々を訪れて行っ

た。それらの村として選んだ所は、もっとも大きな被曝地域（１Ｇｙ相当の被曝）とし

て、ドロン村、サルジャル村、その次の村（０．５Ｇｙ相当の被曝）としてカイナル村、

コントロールとしてコクペクティ村である。以下に検診の数について表にした。

２００１年 人数 ２００２年 人数

ドロン ６４

サルジャル ６５ サルジャル ２３

カイナル ３６ カイナル ２７

コクぺクテイ ３１ コクペクテイ ３１

小計 １９６ 小計 ８１ 人数合計 ２７７

甲状腺の検診結果などについては総合的なレポートはまだ出ていないが、参考文献

の武市他（広島医学）にその結果の一部が出ている。この報告は広島の医師会の横殿

賞を受賞した。

染色体の検査についても現在も解析中であるがその一部を以下に報告する。培養法

としては一般的なものである。血液は当地のセミパラチンスクでは十分に処理が出来
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ないので、血液を冷蔵し持ち帰った。これは前京都大学教授の佐々木正夫氏の方法に

よる。組織培養法および標本作製は一般的に広く用いられている方法を使った。以下

にそれを述べる。

末梢血液の処理と培養方法

（１）あらかじめヘパリン液（１００Ｕ）でぬらした注射筒で５～１０ｍｌの静脈血を採取し、軽

く混合して血液とヘパリンを混合させて、血液の凝固を防ぐ。

（２）これを培養液＋２０％牛胎児血清２０ｍｌの液に混合する。

（３）培養開始日にＰＨＡ（ｐｈｙｔｏｈｅｍａｇｇｌｕｔｉｎｉｎ）を０．２ｍｌ加え２日培養する０

（４）２日後、ＣｏＩｃｅｍｉｄ処理で分裂細胞を集め、低張液処理で細胞を膨潤させメタノー

ル３対氷酢酸１の液で固定して、スライドガラスに滴下し温熱乾燥法で標本を作

製する。

（５）乾燥後、ギムザ染色液で染色して、顕鏡を行う。

検査の暫定的な結果を下表に示す。検査数を今後とも増やし、被曝との関係を考察す

る。

２００１年 検 査 数 異 常 数 （％ ） ２００２ 年 検 査 数 異 常 数 （％ ）

ド ロ ン ３４ ２４ （７１）

サ ル ジ ャ ル １５ ７ （４７） サ ル ジ ャ ル ６ ５ （８３）

カ イ ナ ル １４ ９ （６４） カ イ ナ ル ２２ １８ （８２）

コ ク ぺ ク テ イ １０ ５ （５０） コ ク ぺ ク テ イ ２２ ９ （４１）

計 ７３ ４５ （６２） 計 ５０ ３２ （６４）

６．セミパラチンスクの被曝の実相：被曝証言調査を通して

（アンケート調査船果　その１）

川野徳幸

セミパラチンスクの被曝者の生活環境や健康状態を考察するために、２００２年７月

１６日から同月２３日の日程で、アンケートによる被曝実態調査を行った。その中で、

核実験にまつわる体験に関する項目を設け、被曝証言の収集を試みた。結果として１３９

名から被爆に関する証言を収集した。加えて、注目すべき回答については、インタビ

ューも実施した。調査は、放射線量の異なる４地域、サルジャル村、ドロン村、カイ

ナル村、コクぺクティ村で行った（Ｍａｐｌ参照）。

セミパラチンスク核実験場近郊住民の被曝証言には、核実験が行われた当時の描写

を含む歴史的に貴重な資料となりうる証言が多く記録されている。カザフスタンの被

曝者は、核実験に際し、何を見て、何を体験し、その結果、現在何を感じているのか、
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るのか、また、彼らは現在何を求めているのか、という視点から、被曝者達の証言を

拾い上げ、考察を加えた。その際、本調査と同時に行ったインタビューの内容も交え

ながら、多面的にまとめた。その結果は『カザフスタン共和国セミパラチンスク被曝

実態調査報告書』に所収した。因みに、セミパラチンスクの被曝者を対象とし、アン

ケートという手法を用いた社会学的な側面からの分析は、本調査が初めてである。

ＭａｐＩＳｅｍｉｐａｌａｔｉｎｓｋ（Ｎｕｃｌｅａｒ）ＴｅｓｔＳｉｔｅａｎｄｔｈｅＳｕｒｒｏｕｎｄｉｎｇＶｉｌｌａｇｅｓ

７・セミパラチンスク核実験周辺地域住民に対する健康状態聞き取り調査の結果に関

する検討　（アンケート調査結果　その２）

峠岡康幸

【目的】核実験場周辺地域では放射線の影響によると推測される健康被害が報告され

ており、被曝者の高齢化も伴い深刻な問題となっている。我々はヒロシマ・セミパラ

チンスク・プロジェクトの協力の下１９９９年より現地での検診業務・薬剤供与等の医

療支援を行ってきた。２００２年度の医療支援では核実験による医学的影響をより明らか

にする目的にて、被曝者への健康状態聞き取り調査を同時に行ったのでその結果につ
いて報告する。
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【方法】セミパラチンスクにおいて放射線量の異なる４地区を選び、計１７１名（男８５

名、女８６名、平均年齢６１．８±６．８歳）に対して個別に聞き取り調査を行った。対象は

４５歳以上の１９４９年から地上での核実験が中止となった６２年の間に同地区に居住する

者で、現在も同地域に居住する者とした。被曝体験と放射線障害の有無、そして現在

の健康状態を中心に１３項目の質問を行った。

【結果】被爆地区群では９２．６％が爆風や閃光等の被曝体験を認め、１９４９年から６３

年の間の放射線障害では３０．１％で脱毛を１９．４％で出血症状を認めた。現在の健康状態

に関する質問では６１．０％の住民が良くない、あるいは全く良くないと感じていた。現

在抱えている疾患については被曝地区群では高血圧を含む心疾患、消化器疾患、関節

疾患、神経疾患、眼疾患をあげる住民が多かった。

【総括】放射線被曝との因果関係は不明だが被曝地区では半数以上の住民が体調不良

を訴えており、一人の患者が複数の疾患を有する傾向を認めた。

８．カザフスタン共和国保健省医学環境研究所におけるデータベース構築

片山　博昭

カザフスタン共和国保健省医学環境研究所（カザフ研究所）には、１９４９年から始ま

った旧ソビエト連邦による核実験場近郊住民に関する情報が集められている。近郊住

民に関する情報は核実験が行なわれた当初から集められ、現在でも継続されている。

情報の種類としては、姓名、性、生年月日や居住歴などのいわゆる基本情報、死亡情

報、羅患情報、検診情報、各種の質問表、被曝した試料からの線量測定情報など多岐

に渡っている。これらの資料は紙に書かれた状態で保存され、各国との共同プロジェ

クトが発生する度に、この用糸氏からパーソナルコンピュータに入力されてきた。即ち、

これらの資料は物理的に保管する場所として一箇所にまとめられ管理されてはきた

が、デジタル資料としての一元的な保管・管理はされていなかった。そのため、各部

署に設置されたパーソナルコンピュータの中には同じ内容、もしくは少しだけ異なう

たデータが分散され保存されている。有効な疫学的な解析を行なう場合は、これらゐ

資料がデータベースとして一元管理されることが望ましい。さもなければ、新しい解

析が行なわれる度に、そのためのデータセットを以前と同様に作成しなければならな

くなる。我々はまた、疫学的影響を調査するだけでなく、被爆者個々の被曝線量を出

来るだけ詳しく計算することも目的の一つとしている。その為には、土壌や煉瓦など

の被曝試料から得られた測定値データやＥＳＲなどから得られた生物学的線量推定値、

被爆者が摂取した食事やミルクの量などを調査した質問表、更には被爆者個々の居住

歴、仕事の内容などが多角的にリンクされなければならない。この為には高度に一元

化されたデータベース構築は必須のものである。

データベース構築はカザフ研究所の完全な協力の下に行なわれる。我々はデータべ
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ース構築に必要な機材の提供、技術力供与、そして研究所職員の教育を行なう。研究

所は保有する全てのデータを可能な限り、構築するデータベース上に置く。その為の

職員の確保を行なう。データベース構築に関する日程は、最初にデータベースに必要

なインターフェイスを作成する職員の研修を日本で行なう。この研修は一度では無理

なので、二度に分けて行なう。第一回目の研修を終了後に、現地でデータベース構築

に必要な機材の発注を行なう。データベースの機材は今後の保守や拡敵性のことを考

え、出来る限りパーツから組み立てることにする。これは例え故障を起こしても、パ

ーツの取り替えで容易に保守が出来るからである。当初はユーザーインターフェイス

を研究所職員に作成させることを念頭において教育することを考えたが、早期にこの

データベースを稼動させるためには教育に要する全体の時間がかかり過ぎると考え、

ユーザーインターフェイスは情報技術部で作成、ロシア語化を研究所職員にさせるこ

ととした。データベース本稼動の予定は２００３年７月末とする。
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